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第 12期日本科学哲学会会長
丹治信春

昨年 10月より、野本前会長の後を引き継ぎ、
会長に就任いたしました。微力ながら本会の発
展のために力を尽くす所存でありますので、会
員の皆様のご支援・ご協力を切にお願い申し上
げます。
本会の近年最大のできごとは、やはり何と言っ
ても「石本基金」の創設だと思います。会員の
方々は既にご存知の通り、本会は 2005年より、
元会員の石本新氏のご遺族から継続的に高額の
ご寄付をいただいており、それを会員 (とりわ
け若手の会員 )の研究助成に生かすために、野
本前会長を委員長とする「石本基金運営委員会」
を組織いたしました。既に、『科学哲学』誌上の
優秀論文表彰 (石本賞 )と、若手研究者への助
成金支給の事業が始まっており、まもなく中堅
研究者を主な対象とする出版助成事業も始まる
予定です。まずは、野本運営委員長と協力して、
「石本基金」の事業が円滑に進行し、そしてそれ
が会員の研究の活性化につながるよう、努めて
いきたいと思っています。
この 10年ほどの間に、大学や学問をめぐる状
況はかなり厳しくなりました。「競争と評価」が
（私の印象では）過剰に導入されたように思いま
す。また、「論文よりも特許、真理よりも社会貢
献」といった空気が、大学と学問の上に重く垂
れ込めているように感じます。（このようなこと
を続けていると、枝先に実る果実ばかりを求め
ている間に、根っこが枯れてしまうことに気づ
かない、といったことが起こりそうで、心配で
す。）こうした状況の変化は、学会にも影響を与

え、われわれの近隣の学会では、会員数の減少
が問題となっています。ところが本会ではなぜ
か、現在も会員数は増加傾向にあります。それ
はもちろん喜ばしいことなのですが、しかし少々
気持ち悪いのは、その違いの原因が何であるの
かがよくわからないことです。やはりその原因
をある程度正確に把握しておかないと、今後の
持続的発展のために、どのような方針をとるべ
きなのかがわかりません。いずれ会員の皆さん
へのアンケート調査をする必要があるかもしれ
ません。
最後に一つご報告です。昨年の北海道大学で
の大会で、韓国科学哲学会会長の趙仁來教授に
特別講演をしていただきましたが、今度は趙教
授から日本科学哲学会会長に特別講演の依頼が
あり、7月 3日~ 4日に開かれた韓国科学哲学
会の大会で、“Consciousness and Evolution” 
というタイトルで講演をしてきました。色々と
感じたことがありますが、とても書ききれない
ので、それはまた別の機会にしたいと思います。
韓国科学哲学会とのこの交流は、始まりは偶然
であり、この 2年間の最初のステップはかなり
儀礼的でしたが、今後、双方にとって有益な、もっ
と実質的な形の交流ができることが望まれます。
その点でも、会員の皆さんのお知恵を拝借でき
ればと思っております。

Ⅱ.　大会実行委員会からのお知らせ 
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II.　大会実行委員会からのお知らせ

大会実行委員長
 渡辺　博

1.日本科学哲学会第 40回（2007年度）大会〔場所 :中央大学・多摩キャンパス〕のプログラム
について

今年度大会のプログラムは、以下を予定しています（各プログラムの開始時刻、ワークショッ
プ題目等の変更がありうることをご了承下さい）。

　11月 10日（土）
 研究発表（9:00-12:00）
 理事会・評議員会・大会実行委員会（12:00-13:15）
 総会（13:15-13:45）
 特別講演（14:00-15:00）
   講演者 ：松下貢（中央大学教授）
 シンポジウム（15:15-17:45）
  「論理学における動的転回（The Dynamic Turn in Logic）
  司　会： 山田友幸（北海道大学）
  提題者 ：岡田光弘（慶應義塾大学）、中戸川孝治（北海道大学）、鈴木聡（駒澤大学）、
   山田友幸（北海道大学）
 懇親会（18:00-20:00）

　11月 11日（日）
 研究発表（9:00-10:00）
 ワークショップ（10:15-12:30）
  I.認知の神経科学的基礎に関する哲学的研究
  オーガナイザー：河野哲也（玉川大学）
  提題者 : 蟹池陽一（UTCP）、中澤栄輔（東京大学）、原 塑（東京大学）
  II.非合理とは何か
  オーガナイザー：柏端達也（千葉大学） 
  提題者： 浅野光紀（慶應大学）、塩野直之（福井県立大学）、三好潤一郎（関東学院大学）
 理事会・編集委員会・大会実行委員会（12:30-13:30）
 研究発表（13:30-14:30）
 ワークショップ（14:45-17:00）
  III.感情の自然化はいかなる意味で可能か ?
  オーガナイザー：柴田正良（金沢大学） 
  提題者 : 伊藤春樹（東北学院大学）、月本洋（東京電機大学）、長滝祥司（中京大学） 
    大平英樹（名古屋大学・心理学）

IV.双対性から論理と計算を捉え直す―領域理論から量子計算、相互作用の幾何
まで

  オーガナイザー：岡本賢吾
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  提題者 : 土谷岳士（首都大学東京）、渡部鉄兵（東京工業大学）、他交渉中

2.研究発表の募集について
今年度大会の研究発表の希望者を募ります。希望される方は eメール添付のファイルか郵送
にて、発表要旨〔B5版用紙 1枚にワープロで 800字程度、上部に題目・氏名・所属を明記の
こと―採用の際はご提出頂いた原稿をそのまま予稿集の版下とします―〕を事務局宛にお
送り下さい。この時メール本文もしくは別紙に、研究発表に際してプロジェクタ等の機器を使
用する予定の有無についてもお書き添えください。
締切は 8月 31日まで（必着）とします。
なお、電子データ（eメール上での添付ファイルまたはフロッピーディスク）でお申込され
る場合は、本学会ホームページで「第 40回大会 研究発表要旨作成上の注意」を公開しており
ますので、そちらもご参照願います。
採否ならびに発表の通知は 9月 14日頃に eメールで行います。メールアドレスをお持ちで
ない方には郵送いたしますので、送付先を明記くださるようお願いいたします。
発表期日および時刻は、プログラム編成の観点から大会実行委員会で決定いたします。特定
の日付・時刻を希望されても応じられませんのでご承知おきください。

3.プログラムの発送について
プログラム、出張依頼状、会場周辺図（附 :交通案内）は 10月中旬頃に発送いたします。シ
ンポジウムおよびワークショップ資料はホームページに掲載の予定です。

III.　編集委員会からのお知らせ

編集委員長

野矢茂樹
1.論文応募要領の改訂について

論文応募要領の一部を改訂しました。以下に主要改訂部分を抜粋掲載いたします。新論文応募要
領全文はホームページおよび、7月末刊行の『科学哲学』40巻 1号に掲載されますので、必ず熟読
の上ご応募くださいますようお願い申し上げます。

*************************************************************************************
論文応募要領（主要改訂部分）

4　応募の際必ず次の（1）、（2）を提出して下さい。両方が揃ったときに、正式な応募として受け
付けます（なお、手書きで執筆の方は、事務局にご相談下さい）。

　 （1） 論文のプリントアウト計 4部（コピーでも可）。事務局宛に郵送。
　 （2） 以下の 5-7のような形式の、論文の電子データ（必ず手許にコピーを残して下さい）。事務
局宛にメールで送付。メールが使用できない方は、MS-DOSフォーマットのフロッピーディ
スクを（1）とともに郵送して下さい（提出されたフロッピーディスクは、返却しません）。
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 〒 192-0397 首都大学東京大学院　人文科学研究科　哲学教室内
  日本科学哲学会事務局
 fax. 042-677-2073（「日本科学哲学会」宛であることを明記して下さい。）
 e-mail. philsci@comp.metro-u.ac.jp
 URL. http://wwwsoc.nii.ac.jp/pssj/index.html

5　電子データが、Wordファイルである場合。そのまま添付ファイルとしてご送付下さい。
6　電子データが、Macintosh上のファイルである場合。ファイルをテキスト形式で保存したもの
を、添付ファイルとしてご送付下さい。

7　電子データが、TeXで作成されたファイルである場合。ソースファイルを添付ファイルとして
ご送付下さい（スタイルファイルをお使いの場合は、スタイルファイルも添付して下さい）。

8　上記 5-7以外の方は、プリントアウトした原稿を事務局に郵送の際に、ご利用可能なファイル
の説明を付記してご相談下さい。

*************************************************************************************

2.『科学哲学』第 40巻 2号（2007年 12月発行予定）の特集テーマについて
ニューズレター No.36でお知らせした次号の特集テーマ「数学の論理と哲学」への応募論文は、

2007年 7月 9日をもって締め切りとなりました。ただし、自由応募論文としてこのテーマに関連す
る論文をご投稿いただくことは、引き続き可能です。その際、次号に掲載可能な期日内で審査を終
えることができない場合がありますのでご承知おきください。

3.自由応募論文について
 自由応募論文は随時受け付けています。なお、論文本体（これはレフェリーに転送されることに
なります）には論文タイトル（日本語と英語）と英文要旨のみを付けることとし、著者氏名と所属
については、別に添付した表紙に記してくださるようお願い申し上げます。


